
JP 3146412 U 2008.11.13

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＬＥＤランプの点灯による高熱を効率よく発す
ることが可能であり、製品寿命が更に長く延びるＬＥＤ
照明ランプを提供する。
【解決手段】メインランプ３０は、周囲にフィンユニッ
ト３４、３５が各々設けられており、固定部材４０は、
室内使用の場合にはメインランプ３０を上層固定カバー
４１によって、室外使用の場合にはメインランプ３０を
固定盤によって固定し、複数のＬＥＤランプユニット５
０は、複数の灯台に各々締結されており、集光板６０は
、内部に収容空間６１が設けられており、メインランプ
３０の下にある複数のＬＥＤランプユニット５０が収容
空間６１に収容されており、透明かさユニット７０は、
メインランプ３０の下に固定されている透明かさ７１と
、透明かさ７１を固定するためのかさ固定片７２と、を
有する。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　メインランプ３０と、メインランプを固定する固定部材４０と、複数のＬＥＤランプユ
ニット５０と、集光板６０と、透明かさユニット７０と、を含むＬＥＤ照明ランプにおい
て、
　前記メインランプ３０は、周囲にフィンユニット３４、３５が各々設けられており、フ
ィンユニット３４、３５の内側の上部には安定器付き電源３２が設けられた電源受け部３
１が設けられており、フィンユニット３４、３５の内側の下部には複数の灯台３６０が設
けられており、前記灯台３６０の末端面にＬＥＤランプユニットが固定されており、
　前記固定部材４０は、室内使用の場合に前記メインランプ３０を上層固定カバー４１に
よって、室外使用の場合に前記メインランプ３０を固定盤４２によって固定し、
　前記複数のＬＥＤランプユニット５０は、前記複数の灯台３６０に各々締結されており
、
　前記集光板６０は、内部に収容空間６１が設けられており、前記メインランプ３０の下
にある前記複数のＬＥＤランプユニット５０が前記収容空間６１に収容されており、
　前記透明かさユニット７０は、前記メインランプ３０の下に固定されている透明かさ７
１と、前記透明かさ７１を固定するためのかさ固定片７２と、を有することを特徴とする
、
ＬＥＤ照明ランプ。
【請求項２】
　前記複数の灯台３６０が放射状に配設されており、
前記各灯台３６０は、外側の底端から内側の中心部へ向かって隆起しており、又は、外側
の頂端から内側の中心部へ向かって下降しており、
その末端面に溝３６１が設けられており、その両側に締付穴３６２が開設されており、締
付子５２５が圧制片状バネ５２４を貫入して前記締付穴３６２に締結すると前記ＬＥＤラ
ンプユニット５１が固定され、前記各灯台３６０の末端面は、貼付部３８１に形成されて
前記貼付部３８１に熱伝導ブロック８３を貼り付けてもいいし、前記貼付部３８１に形成
されて前記貼付部３８１から前記熱伝導ブロック８３を延設してよいことを特徴とする、
請求項１に記載のＬＥＤ照明ランプ。
【請求項３】
　前記各ＬＥＤランプユニット５１は、少なくとも一つの傾斜板５２１を有する熱伝導チ
ューブ５２と、熱伝導ブロック５３と、ＬＥＤランプ５４と、基板５５と、から構成され
る、又は、前記熱伝導ブロック８３と、ＬＥＤランプ８４と、基板８２と、から構成され
る、ことを特徴とする、請求項１に記載のＬＥＤ照明ランプ。
【請求項４】
　メインランプ３０と、複数のＬＥＤランプユニット５０と、集光板６０と、透明かさユ
ニット７０と、を含むＬＥＤ照明ランプにおいて、
　前記メインランプ３０は、周囲にフィンユニット３４、３５が各々設けられており、フ
ィンユニット３４、３５の内側には複数の灯台３６０が設けられており、前記灯台３６０
の末端面にＬＥＤランプユニットが固定されており、
　前記複数のＬＥＤランプユニット５０は、前記複数の灯台３６０に各々締結されており
、
　前記集光板６０は、内部に収容空間６１が設けられており、前記メインランプ３０の下
にある前記複数のＬＥＤランプユニット５０が前記収容空間６１に収容されており、
　前記透明かさユニット７０は、前記メインランプ３０の下に固定されている透明かさ７
１を有することを特徴とする、
ＬＥＤ照明ランプ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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本考案は、ＬＥＤ照明ランプに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　市販しているＬＥＤ照明ランプは、より少ない電力で発光することができるが、発光す
る際に高熱が発生する。また、ＬＥＤランプの交換を容易にするために、ＬＥＤランプ同
士の間に保護ケースを設けることが一般である。しかし、保護ケースにより高熱を発する
ことが難しくなる。よって、ＬＥＤランプが損壊し易く、ＬＥＤランプの製品寿命が短く
なる。上記問題を解決するために、熱伝導板の下にＬＥＤランプが固定され、前記熱伝導
板の上に複数の放熱フィンが設けられているＬＥＤ照明ランプが開発されている。だが、
ＬＥＤランプの上に設けられた電源受け部には放熱構成が設けられていない。したがって
、ＬＥＤランプが点灯しているときには高熱が発生し、熱伝導板によりＬＥＤランプによ
る高熱が吸収されて放熱フィンに伝導されるが、高熱になった放熱フィンが互いに焼いて
いるので、放熱効率が悪くなる。これにより、ＬＥＤランプの上に設けられた電源受け部
が高温になり易く、ＬＥＤ照明ランプの製品寿命が短くなる欠点があった。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　本考案の主な目的は、ＬＥＤランプの点灯による高熱を効率よく発することができ、製
品寿命が更に長く延びるＬＥＤ照明ランプを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本考案の請求項１に記載のＬＥＤ照明ランプによると、メインランプ３０と、メインラ
ンプを固定する固定部材４０と、複数のＬＥＤランプユニット５０と、集光板６０と、透
明かさユニット７０と、を含むＬＥＤ照明ランプにおいて、前記メインランプ３０は、周
囲にフィンユニット３４、３５が各々設けられており、フィンユニット３４、３５の内側
の上部には安定器付き電源３２が設けられた電源受け部３１が設けられており、フィンユ
ニット３４、３５の内側の下部には複数の灯台３６０が設けられており、前記灯台３６０
の末端面にＬＥＤランプユニットが固定されており、前記固定部材４０は、室内使用の場
合に前記メインランプ３０を上層固定カバー４１によって、室外使用の場合に前記メイン
ランプ３０を固定盤４２によって固定し、前記複数のＬＥＤランプユニット５０は、前記
複数の灯台３６０に各々締結されており、前記集光板６０は、内部に収容空間６１が設け
られており、前記メインランプ３０の下にある前記複数のＬＥＤランプユニット５０が前
記収容空間６１に収容されており、前記透明かさユニット７０は、前記メインランプ３０
の下に固定されている透明かさ７１と、前記透明かさ７１を固定するためのかさ固定片７
２と、を有することを特徴とするＬＥＤ照明ランプである。
【０００５】
　本考案の請求項２に記載のＬＥＤ照明ランプによると、前記複数の灯台３６０が放射状
に配設されており、前記各灯台３６０は、外側の底端から内側の中心部へ向かって隆起し
ており、又は、外側の頂端から内側の中心部へ向かって下降しており、その末端面に溝３
６１が設けられており、その両側に締付穴３６２が開設されており、締付子５２５が圧制
片状バネ５２４を貫入して前記締付穴３６２に締結すると前記ＬＥＤランプユニット５１
が固定され、前記各灯台３６０の末端面は、貼付部３８１に形成されて前記貼付部３８１
に熱伝導ブロック８３を貼り付けてもいいし、前記貼付部３８１に形成されて前記貼付部
３８１から前記熱伝導ブロック８３を延設してよい。
【０００６】
　本考案の請求項３に記載のＬＥＤ照明ランプによると、前記各ＬＥＤランプユニット５
１は、少なくとも一つの傾斜板５２１を有する熱伝導チューブ５２と、熱伝導ブロック５
３と、ＬＥＤランプ５４と、基板５５と、から構成される、又は、前記熱伝導ブロック８
３と、ＬＥＤランプ８４と、基板８２と、から構成されてもよい。
【０００７】
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　本考案の請求項４に記載のＬＥＤ照明ランプによると、　メインランプ３０と、複数の
ＬＥＤランプユニット５０と、集光板６０と、透明かさユニット７０と、を含むＬＥＤ照
明ランプにおいて、前記メインランプ３０は、周囲にフィンユニット３４、３５が各々設
けられており、フィンユニット３４、３５の内側には複数の灯台３６０が設けられており
、前記灯台３６０の末端面にＬＥＤランプユニットが固定されており、前記複数のＬＥＤ
ランプユニット５０は、前記複数の灯台３６０に各々締結されており、前記集光板６０は
、内部に収容空間６１が設けられており、前記メインランプ３０の下にある前記複数のＬ
ＥＤランプユニット５０が前記収容空間６１に収容されており、前記透明かさユニット７
０は、前記メインランプ３０の下に固定されている透明かさ７１を有することを特徴とす
る、ＬＥＤ照明ランプである。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案のＬＥＤ照明ランプによれば、ＬＥＤランプの点灯による高熱を効率よく発する
ことができ、使用寿命が更に長く延びるという効果を有する。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本考案の実施の形態を図面に基づいて説明する。
（実施例１）
　まず、図１乃至図５を参照する。本考案に係るＬＥＤ照明ランプ２０は、少なくとも、
メインランプ３０と、固定部材４０と、複数のＬＥＤランプユニット５０と、集光板６０
と、透明かさユニット７０と、を含む。
　前記メインランプ３０は、その上に電源受け部３１が設けられている。前記電源受け部
３１には貫通孔３１０が複数開設されており、被り部３１１には締付穴３１２が複数開設
されている。前記貫通孔３１０及び締付穴３１２に固定部材４０を固定することができ、
前記複数の貫通孔３１０に複数の安定器付き電源３２を固定することができ、前記メイン
ランプ３０の上の中央周縁に近接する箇所では複数貫通孔３３が開設されており、前記貫
通孔３３と固定部材４０は固定ボルト４１４を使用して締結可能である。また、前記メイ
ンランプ３０の周りの上下にフィンユニット３４、３５が各々設けられており、前記フィ
ンユニット３４、３５の外形は、前記メインランプ３０の外観、又はランプケースの形状
によって適宜に配設されている。前記フィンユニット３４、３５のフィン同士の間には間
隙３４１、３５１が形成されている。なお、下にあるフィンユニット３５の内部には窪み
空間３６が設けられており、前記窪み空間３６の外側には環状溝３６００が設けられてお
り、前記環状溝３６００に透明かさユニット７０を嵌合することができる。前記窪み空間
３６には複数の灯台３６０が設けられており、前記窪み空間３６の中央には複数の貫通孔
３７１が開設された連接部３７が延設されている。前記灯台３６０は、図４に示すように
、放射状に配設されてもいいし、前記メインランプ３０の外観、又はランプケースの形状
によって適宜に配設されてもよい。同図に示すように、前記灯台３６０は、外側の底端か
ら内側の中心部へ向かって隆起しており、その末端面に溝３６１が設けられている。その
両側に締付穴３６２が開設されており、複数のＬＥＤランプユニット５１を固定すること
ができる。
【００１０】
　前記固定部材４０は、室内使用の場合には上層固定カバー４１を使用する。上端面の外
縁に複数の穴４１１が開設されており、前記上層固定カバー４１は固定子４１２によって
天井に締結することができる。なお、前記上層固定カバー４１の内縁には複数の固定ボル
ト穴４１３が設けられており、前記上層固定カバー４１と前記メインランプ３０が固定ボ
ルト４１４と例えばナットなどの締付子４１７によって連結される。前記固定部材４０の
下端面には立設壁４１５が設けられており、前記立設壁４１５が前記メインランプ３０の
被り部３１１にねじ４１５２によって締結される。前記固定部材４０の内部には収容チェ
ンバー４１６が設けられており、前記メインランプ３０の上に設けられた複数の安定器付
き電源３２が前記収容チェンバー４１６にカバーされている。一方、前記固定部材４０は
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、図６に示すように、室外使用の場合には固定盤４２となる。複数の固定子４２１を前記
固定盤４２に貫入して前記メインランプ３０に前記固定盤４２を締結すると、前記メイン
ランプ３０を街灯柱に固定することができる。これにより、全体の強度が増し、また、防
水の効果を奏することもできる。
【００１１】
　前記各ＬＥＤランプユニット５１は、傾斜板５２１を有する熱伝導チューブ５２と、熱
伝導ブロック５３と、ＬＥＤランプ５４と、基板５５と、から構成される。前記熱伝導チ
ューブ５２は、内部は固体であってもいいし、中空であってもよい。
その一端が前記メインランプ３０の連接部３７に開設された貫通孔３７１に貫入するロッ
ド部５２２を形成する。前記ロッド部５２２は前記安定器付き電源３２と電気的に接続し
ており、前記熱伝導チューブ５２の他端には反射機能を有し集光効果を奏する傾斜板５２
１が形成されている。また、前記傾斜板５２１の底部には前記各ＬＥＤランプユニット５
１が固定されており、前記傾斜板５２１から傾斜ロッド部５２３が設けられている。図５
Ｂに示すように、前記傾斜ロッド部５２３は、前記灯台３６０の溝３６１に嵌められてお
り、固定子５２５が圧制片状バネ５２４に貫入して締付穴３６２に締結され、前記傾斜ロ
ッド部５２３を灯台３６０に固定することができる。前記熱伝導ブロック５３が傾斜板５
２１の底部に固定されており、前記ＬＥＤランプ５４は、一側に極板が設けられており、
他側が発光ダイオードである。また、前記発光ダイオードには保護枠が環設されている。
前記基板５５は、パターンを有するプリント基板であり、ＬＥＤランプ５４を直列接続す
るための貫通孔が開設されており、また、固定子によって基板５５を熱伝導ブロック５３
に固定するための貫通孔も開設されている。前記熱伝導ブロック５３は、一定の厚さを有
し高い熱伝導係数を有する金属ブロックであり、ＬＥＤランプ５４の極板の一側に貼り付
けられていることにより、ＬＥＤランプ５４の点灯による熱を発することができる。また
、前記熱伝導ブロック５３には複数の締付穴が開設されており、前記締付穴に固定子を締
結すると、前記熱伝導ブロック５３と基板５５が結合される。
【００１２】
　前記集光板６０は、その内部にメインランプ３０の下に設けられた複数のＬＥＤランプ
ユニット５０を収容する収容空間６１が設けられている。その底端の外縁に近接する箇所
では、基板５５に設けられた締付穴５５１に対応する貫通孔６２が複数開設されており、
締付子６３が前記貫通孔６２に貫入して前記締付穴５５１に締結すると、各ＬＥＤランプ
ユニット５１が固定される。これにより、ＬＥＤランプ５４からの光線が透明かさユニッ
ト７０に反射されてメインランプ３０に戻ることを防止できる。
【００１３】
　前記透明かさユニット７０は、透明かさ７１と、かさ固定片７２と、を含み、前記透明
かさ７１の上端には立設壁７１１が形成されており、前記立設壁７１１により前記透明か
さ７１をメインランプ３０の下にある環状溝３６００に固定することができる。前記透明
かさユニット７０の内部は凹みチェンバー７１２であり、前記凹みチェンバー７１２によ
りＬＥＤランプ５４及び内部の構造が保護され、かさ固定片７２と複数の締付片７２１と
固定ボルト７２２の締付により、メインランプ３０の下に透明かさ７１を固定することが
できる。
【００１４】
　次に、図３、図４、図５Ａ及び図５Ｂを参照しながら本考案の組付方法を説明する。
まず、ランプ３０の上の電源受け部３１の貫通孔３１０に、各ＬＥＤランプユニット５１
を安定させるための安定器付き電源３２を設ける。室内で使用する場合には固定部材４０
及び上層固定カバー４１、室外で使用する場合には固定盤４２（図６参照）を使用する。
メインランプ３０の下に組付けられた各ＬＥＤランプユニット５１は、圧制片状バネ５２
４によってその熱伝導チューブ５２を固定し、且つ各ＬＥＤランプユニット５１の基板５
５を集光板６０に固定した後に、透明かさ７１によって前記集光板６０を被って、かさ固
定片７２によって透明かさ７１を固定する。このように、複数の熱伝導チューブ５２の他
端の傾斜板５２１の底部に設けられた各ＬＥＤランプユニット５１が点灯によって高温に



(6) JP 3146412 U 2008.11.13

10

20

30

40

50

なる場合には、図５Ｂに示すように、高熱が複数の熱伝導チューブ５２を経由してメイン
ランプ３０の周りの上下に設けられたフィンユニット３４、３５に伝導されて大気に放出
される。よって、ＬＥＤランプの点灯による高熱を効率よく発することができ、さらに、
ＬＥＤランプの製品寿命を延ばすことができる。
【００１５】
（実施例２）
　また、図７、図８及び図９Ａを参照する。本実施例の構成は実施例１とほぼ同じである
が、各ＬＥＤランプユニット８１は少なくとも集光板６０ａにねじ止めされた基板８２を
有し、前記基板８２は、一端面に熱伝導ブロック８３が設けられている点が相違する。前
記熱伝導ブロック８３は、銅などの高熱伝導係数を有し条状を呈する金属で作製されたも
のであり、図９Ｂに示すように、ＬＥＤランプ８４の極板８４１側に貼り付けられている
。これにより、メインランプ３０の下に設けられ放射状に配設され外側の底端から内側の
中心部へ向かって隆起している灯台３８に熱伝導ブロック８３を直接に貼り付けて熱を効
率よく発することができると共に、灯台３８の基板８２との直接の接触による焼損を防止
することもできる。
【００１６】
（実施例３）
　次に、図１０を参照する。灯台３８は、貼付部３８１から熱伝導ブロック３８２が各々
延設されており、前記熱伝導ブロック３８２がＬＥＤランプ８４の極板８４１側に貼り付
けられている。これにより、灯台３８の基板８２との直接の接触による焼損を防止するこ
ができる。そしてＬＥＤランプ８４の点灯による高熱が前記熱伝導ブロック３８２によっ
て効率よく発される。
【００１７】
（実施例４）
　次に、図１１を参照する。当該灯台３９の外形は、外側の頂端から内側へ向かって下降
している。その末端面が貼付部３９１に形成され、前記貼付部３９１がＬＥＤランプ８４
の極板８４１側に貼り付けられている。本実施例に係る灯台３９は、その効果が図９Ｂ及
び図１０における灯台３８と同じであるので、その説明を省略した。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の上方から見た斜視図である。
【図２】本考案の組合せ状態の一部を破断した斜視図である。
【図３】本考案の室内使用型の実施例の分解斜視図である。
【図４】図３の下方から見た分解斜視図である。
【図５】（Ａ）は本考案の組合せ状態の斜視図である。（Ｂ）は図５Ａにおける５Ｂ－５
Ｂ線の断面図である。
【図６】本考案の室外使用型の実施例の分解斜視図である。
【図７】本考案の室内使用型の他の実施例の分解斜視図である。
【図８】図７の下方から見た分解斜視図である。
【図９】（Ａ）は図７の組合せ状態の斜視図である。（Ｂ）は図９Ａにおける９Ｂ－９Ｂ
線の断面図である。
【図１０】図７における複数の灯台の別の実施例の組付状態を示す概略図である。
【図１１】図７における複数の灯台の更に別の実施例の組付状態を示す概略図である。
【符号の説明】
【００１９】
２０　　　ＬＥＤ照明ランプ
３０　　　メインランプ
３１　　　電源受け部
３２　　　安定器付き電源
３４、３５　フィンユニット
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３６　　　窪み空間
４０　　　固定部材
４１　　　上層固定カバー
４２　　　固定盤
５０　　　ＬＥＤランプユニット
５１　　　ＬＥＤランプユニット
５３　　　熱伝導ブロック
５４　　　ＬＥＤランプ
５５　　　基板
６０　　　集光板
６１　　　収容空間
６２　　　貫通孔
３８　　　灯台
７０　　　透明かさユニット
７１　　　透明かさ
７２　　　かさ固定片
８２　　　基板
８３　　　熱伝導ブロック
８４　　　ＬＥＤランプ
３１１　　被り部
３１２　　締付け穴
３６０　　灯台
３６１　　溝
３６２　　締付穴
３８１　　貼付部
３８２　　熱伝導ブロック
３９１　　貼付部
４１１　　穴
４１２　　固定子
４１３　　固定ボルト穴
４１４　　固定ボルト
４１５　　立設壁
４１６　　収容チェンバー
５２１　　傾斜板
５２２　　ロッド部
５２３　　傾斜ロッド部
５２４　　圧制用片状バネ
５２５　　固定子
７１１　　透明かさ上部端
３６００　環状溝
４１５２　ねじ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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